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報道関係各位                         

 
2020年 10月 1日 
株式会社ニチレイフーズ 

 
株式会社ニチレイフーズ（代表取締役社長・竹永雅彦）は、「から揚げ強化月間」に合わせて、全国の一般消費者

14,056名を対象に、「鶏のから揚げ」（以下、「から揚げ」と表記）に関する意識・実態調査『全国から揚げ調査2020』を
実施いたしました。（調査時期：2020年8月、調査方法：インターネットによるアンケート調査） 
 
＜から揚げ強化月間とは＞ 
2018年より、日本唐揚協会では毎年10月を「から揚げ強化月間」とし、全国のから揚げ専門店やカラアゲニスト、 
賛同企業・団体と共に、から揚げのさらなる普及、消費拡大に向けた取り組みを行っています。10月は行楽シーズンを始め、 
から揚げのお弁当利用が最も高い月であること（※）、また「10」の語呂合わせ（じゅわっと、ジューシー）、干支の10番目が
「酉」であるなど、から揚げと相性が良い月であることが理由です。 

※「食MAP」におけるから揚げ（お弁当おかず）の TI値 No.1（2018年、ニチレイフーズ調べ） 
    食MAP及び TI値は株式会社ライフスケープマーケティングの登録商標。（TI値…Table Indexの略。1000食卓当たりのメニューの出現数） 
 

- 全国から揚げ調査2020 -   

から揚げは日本の国民食!? 好きなおかずランキング堂々の No.1。 
「焼肉」・「餃子」などを押さえ、「から揚げ」が堂々の 1位に。また、調査回答者の約 90％が「から揚げ」を好きと回答。 
 

年間から揚げ総消費量が 400億個を突破か!?〔推計値*1〕 コロナ禍の影響で昨年比 167%見込み！ 
月に 1回以上から揚げを食べる人は全体の約 80%。喫食頻度は「冷食」「手作り」「惣菜」がそれぞれ昨年比約 130%。  
*1 聴取したから揚げ喫食頻度に１回で食べる平均個数を掛け合わせて 1年間の消費個数を算出。最終的に、20～79歳の日本人総数91,921,260 人 
（平成 27年度国勢調査）とした場合の喫食個数を推計。 

「手作り時間」最長は大分県 36分 53秒！ 最短は鹿児島県 26分 0秒。 
1世帯 1回あたりの手作り時間の平均は 34分 32秒。同個数の冷食から揚げ調理時間と比べると約 21分の差。〔推計値*2〕

*2 本調査 4,700人のうち、手作り喫食者 2,731人のデータを使用。1回で喫食する個数×世帯人数から 1世帯 1回の食事で喫食する個数を推計。その個数分
を手作りした場合と冷凍食品を利用した場合の調理時間を比較。 

 
から揚げ 1か月当たり喫食個数ランキング、第 1位の都道府県は「大分県（56.5個）」！ 
喫食率*3第 1位は「宮崎県」。部位別で見ると、「もも」好き第 1位は「鹿児島県」。 
*3 から揚げを 1 ヵ月に 1回以上食べている人の割合 

 
 
 
 

 

＜全国から揚げ調査 2020＞ 
から揚げは日本の国民食!?  

好きなおかずランキング堂々の No.1。 
コロナ禍におけるから揚げ年間総消費量は 400億個以上に!? 

 
ニチレイフーズ公式 HP「調査リリース特設サイト」：https://www.nichireifoods.co.jp/research/ 
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- 全国から揚げ調査2020 - 

から揚げは日本の国民食!? 好きなおかずランキング堂々のNo.1。 
「焼肉」・「餃子」などを押さえ、「から揚げ」が堂々の1位に。また、調査回答者の約90％が「から揚げ」を好きと回答。 

 

調査回答者に、全29品のおかずから好きなものを選択（複数選択可）してもらったところ、全体の72.4%が「から揚げ」を
選択。好きなおかずランキングの第1位に輝いた。2位には「焼肉(71.7%)」、3位には「餃子(70.9%)」がランクイン。
調査回答者（20代～70代男女）いずれの層でも「から揚げ」を選択している者が多く、年代・性別を超えて幅広い人から  
愛されていることがわかった。 

また、から揚げの好意度について聞くと、全体の約90%が好きと回答（「好き(60.4%)」、「やや好き(27.0%)」）。
以上の結果から、から揚げは“日本の国民食”になりつつあることが伺える。 
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- 全国から揚げ調査2020 - 

年間から揚げ総消費量が400億個を突破か!?〔推計値*1〕 コロナ禍の影響で昨年比167%見込み！ 
月に1回以上から揚げを食べる人は全体の約80%。喫食頻度は「冷食」「手作り」「惣菜」がそれぞれ昨年比約130%。 
*1 聴取したから揚げ喫食頻度に１回で食べる平均個数を掛け合わせて 1 年間の消費個数を算出。最終的に、20～79 歳の日本人総数 91,921,260 人
（平成 27年度国勢調査）とした場合の喫食個数を推計。 

 
全国のから揚げ消費個数を推計で算出したところ、2020年度は年間換算で約400億個以上のから揚げが消費  

される見込みであることが分かった。この数値は昨年の消費量250億個（推計値*）と比較して167%となる。また、1ヵ月以
内でのから揚げ喫食有無を調べると、「喫食あり（77.9%）」と、昨年比約122%に。 

 さらに1ヵ月以内にどのようなから揚げを喫食したか、昨年結果と比較したところ「冷凍食品（昨年比130%）」、 

「手作り（同128%）」、「惣菜（同125%）」とそれぞれ増加していることがわかった。 

今年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響でおうち時間が増加し、内食・中食の頻度が上昇。それに伴ってから揚げの 
需要が高まり、今年度の推計消費個数が大幅に増加したと考えられる。 
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- 全国から揚げ調査2020 - 

「手作り時間」最長は大分県36分53秒！ 最短は鹿児島県26分0秒。 
1世帯1回あたりの手作り時間の平均は34分32秒。同個数の冷食から揚げ調理時間と比べると約21分の差。〔推計値*2〕 

*2 本調査4,700人のうち、手作り喫食者2,731人のデータを使用。1回で喫食する個数×世帯人数から1世帯1回の食事で喫食する個数を推計。その個数分を 

手作りした場合と冷凍食品を利用した場合の調理時間を比較。 

 
 「手作りから揚げ」にかかる調理時間を都道府県別に調べたところ、最も長かったのは「大分県（36分53秒）」。次いで 

2 位「滋賀県（36 分 36 秒）」、3 位「奈良県（36 分 30 秒）」。一方、調理時間が最も短かったのは 
「鹿児島県（26分 0秒）」。調理時間が長い県と短い県で、10分以上の差があった。 
また、1 世帯が 1 回の食事で喫食する個数を、手作りした場合と冷凍食品のから揚げを利用した場合の調理時間で 

比較すると、「手作りの調理時間（34 分 32 秒）」に対し、「冷凍食品のから揚げの調理時間（13 分 33 秒）」  
となり、約 21 分差となった。 
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- 全国から揚げ調査2020 - 

から揚げ1ヵ月当たり喫食個数ランキング、第1位の都道府県は「大分県（56.5個）」！ 
喫食率*3第1位は「宮崎県」。部位別で見ると、「もも」好き第1位は「鹿児島県」。 
*3 から揚げを1ヵ月に1回以上食べている人の割合 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

から揚げを1ヵ月間に食べる個数（喫食個数）を見ると、最も多かったのは「大分県 (56.5個 )」。次いで 

「千葉県(52.0個)」、「北海道(51.8個)」の順となった。一方、最も少なかったのは「徳島県(23.5個)」で、1位の半分以下
の結果となった。 

次に、から揚げを1ヵ月に1回以上食べている人の割合（喫食率）を都道府県別に調べたところ、最も高い割合だったのは
昨年4位の「宮崎県(82.3%)」。次いで「青森県・山口県・高知県(82.0%)」が同率2位。3位～10位の県においても80%
以上の割合を記録した。 
 また、鶏肉の「好きな部位」について調べたところ、最も人気な部位は「もも」。次いで「むね」、「手羽先」の順となった。 
各部位の好みについて都道府県別で見ると、「もも」好き1位は「鹿児島県」。「むね」好き1位は「群馬県」、「手羽先」好き 
1位は「沖縄県」という結果に。 
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ニチレイフーズは、2020年10月1日（木）よりWEBキャンペーン「特から®の謎を解くから 探偵『特から®』VSくろくろ
怪盗団」を実施。本キャンペーンは昨年90万PV超と人気を博した謎解き企画の第2弾で、日本唐揚協会の定める 
「から揚げ強化月間」に合わせて開催されます。クイズ王として知られる古川洋平氏（クイズ法人カプリティオ）が作成した
本格的な謎を”解凍”して、豪華商品をゲットしよう！ 

 

■キャンペーン概要 

「特から®の謎を解くから 探偵『特から®』VSくろくろ怪盗団」特設サイト 
 https://www.nichireifoods.co.jp/cp_tokukara_2020/ 

 （キャンペーン期間：2020年10月1日（木）12:00～2020年11月1日（日）11:59まで） 

■賞品内容 

「謎解き挑戦状」（期間中毎週土曜日に出題）の応募者には、抽選で500名に「解くからBOX デラックス」と 
「“特から”クッション」をプレゼント。さらにW応募チャンスの謎（期間中日曜日から金曜日に出題）の応募者500名にも
「解くからBOX」が当たる！ 

 
 
 
 

 

 
※小数点以下を四捨五入しているため、また、複数回答の結果を参照している場合があるため、合計しても 100％にならない場合があります。 

※調査結果をご利用いただく際は必ず「ニチレイフーズ調べ」と明記ください。 

［調査概要］ 
調査期間：2020年 8月 21日（金）～8月 28日（金）  
調査対象：全国の 20～79歳 の男女（14,056名） 

※手作り調理時間の算出には、本調査 4,700人のうち、手作り喫食者 2,731人のデータを使用。 
調査方法：インターネットによるアンケート調査 

500名に豪華賞品が当たるチャンス！ 

「特から®の謎を解くからキャンペーン」開催中！ 

■このリリースに関するお問い合わせや取材、資料、詳細なデータをご希望の方は下記までご連絡ください■ 

株式会社ニチレイフーズ ブランド推進部 広報グループ 担当：大竹、原山、中澤 
E-mail: N1010X088@nichirei.co.jp 

https://www.nichireifoods.co.jp/cp_tokukara_2020/
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